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道　標

４
月
16
日
（
日
）
の
復
活
の

主
日
、
奄
美
大
島
地
区
教
会
で

は
郡
山
司
教
と
と
も
に
合
同
で

復
活
祭
を
祝
っ
た
。
会
場
の
大

熊
小
教
区
（
タ
ム
神
父
主
任
司

祭
）
の
巡
回
浦
上
教
会
の
庭
に

は
特
設
の
祭
壇
が
設
置
さ
れ
、

全
島
か
ら
４
５
０
人
余
り
の
信

徒
が
駆
け
つ
け
た
。

午
前
10
時
半
か
ら
さ
さ
げ
ら

れ
た
ミ
サ
で
は
、
奄
美
大
島
ら

し
い
奉
納
。
信
徒
た
ち
が
収
穫

し
た
野
菜
や
バ
ナ
ナ
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
、
魚
な
ど
を
持
っ
た
列
が

話
題
と
な
っ
た
。

ミ
サ
で
説
教
し
た
郡
山
司
教

は
「
何
が
私
た
ち
の
生
き
方
を

難
し
く
し
て
い
る
か
？
」
と
問

い
か
け
、
神
と
の
付
き
合
い
方

の
コ
ツ
を
伝
授
し
た
。

司
教
は
、
熟
練
し
た
運
転
や

大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
に
で

き
る
の
に
比
べ
、
信
仰
す
る
こ

と
に
は
疲
れ
を
感
じ
る
信
者
が

多
い
こ
と
に
対
し
て
「
神
と
の

馴
染
み
が
不
足
し
て
い
る
。
お

付
き
合
い
の
仕
方
の
コ
ツ
を
外

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
そ
の

上
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切

な
の
は
「
い
い
信
者
に
な
り
た

い
」
「
神
の
心
を
知
り
た
い
」

と
い
う
思
い
だ
と
断
言
。
聖
人

に
な
る
よ
う
に
招
か
れ
て
い
る

私
た
ち
は
、
「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
の
言
葉
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
神
と
馴
染

む
た
め
に
「
起
き
抜
け
の
祈

り
」
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
。

朝
目
覚
め
た
そ
の
時
か
ら
「
神

よ
、
あ
な
た
が
讃
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
」
と
祈
り
、
前
向
き
な

自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
続
け
て
い

く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
心
が
敏

感
に
な
り
神
と
馴
染
ん
で
い
く

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

ミ
サ
後
は
、
小
教
区
ご
と
に

持
ち
寄
り
の
食
事
を
楽
し
み
、

教
会
対
抗
の
ゲ
ー
ム
大
会
に
汗

を
流
し
、
小
教
区
の
そ
し
て
奄

美
の
絆
を
強
め
た

10
月
の
出
現
で
は
、
ご
自
分

が
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
マ
リ
ア
で

あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
、
人
々

に
回
心
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

た
。
聖
母
出
現
の
中
で
フ
ァ
テ

ィ
マ
の
出
現
は
最
も
預
言
的
な

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
第
一
と

第
二
部
で
は
地
獄
の
幻
視
、
第

二
次
世
界
大
戦
、
ロ
シ
ア
へ
の

憂
慮
を
述
べ
つ
つ
、
回
心
と
マ

リ
ア
の
汚
れ
な
い
清
心
へ
の
信

心
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
回
避
す

る
よ
う
言
及
し
て
い
る
。

第
三
部
の
内
容
は
長
い
間
公

表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
２

０
０
０
年
、
教
皇
庁
教
理
省
に

指
　
導

Ｆ
・
マ
ッ
ケ
イ
神
父

（
聖
コ
ロ
ン
バ
ン
会
）

テ
ー
マ

約
束
さ
れ
た
命

日
　
時

５
月
10
日
か
ら
毎
週

水
曜
日
、
８
回
。
午
前
10
時

～
正
午

場
　
所

ザ
ビ
エ
ル
教
会

参
加
費

自
由
献
金

※
テ
キ
ス
ト
は
「
聖
霊
に
よ

る
刷
新
」
、
事
務
所
ヒ
ス
ロ
発

行
「
新
生
へ
の
門
出
」
（
５
０

０
円
）
。
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中
に

販
売

主
　
催

聖
霊
に
よ
る
生
活
刷

新
セ
ミ
ナ
ー
奉
仕
グ
ル
ー
プ

協
　
力

末
吉
卓
也
神
父

全
島
あ
げ
て
復
活
を
祝
う

司
教
も
駆
け
つ
け
奄
美
大
島
で
合
同
ミ
サ

は
後
日
決
定
す
る
。

②
今
年
１
月
の
司
祭
大
会

で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

の
社
会
司
教
委
員
会
が
司
祭
、

修
道
者
を
対
象
に
し
た
「
出
前

研
修
」
を
今
年
度
企
画
し
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
正
義

と
平
和
協
議
会
、
カ
リ
タ
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
デ
ス
ク
な
ど
社
会
司
教
委
員

会
担
当
の
13
の
テ
ー
マ
に
関
し

て
、
司
祭
や
修
道
者
の
定
期
的

な
集
会
な
ど
に
合
わ
せ
て
同
委

員
会
が
講
師
を
派
遣
し
研
修
を

行
う
と
い
う
も
の
。
検
討
の
結

果
、
教
区
で
は
９
月
19
日

（
火
）
の
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
時
に

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
テ
ー
マ

は
、
こ
れ
か
ら
講
師
と
の
調
整

が
行
わ
れ
る
た
め
未
定
だ
が
、

第
一
候
補
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
原
発
問
題
に
つ
い
て
の
姿

勢
」
。③

５
月
13
日
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
フ
ァ
テ
ィ
マ
で
の
聖
母
ご

出
現
か
ら
百
年
を
迎
え
、
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
教
皇
は
12
日
か
ら
同

地
の
聖
母
巡
礼
聖
堂
を
訪
問
す

る
。
日
本
で
は
、
フ
ァ
テ
ィ
マ

の
聖
母
像
の
複
製
の
巡
回
が
東

京
カ
テ
ド
ラ
ル
か
ら
始
ま
り
、

広
島
カ
テ
ド
ラ
ル
（
10
月
13

日
）
で
終
了
す
る
企
画
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
教
区
で

は
、
５
月
13
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
カ
テ
ド
ラ
ル
で
記
念
ミ

サ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
フ
ァ
テ
ィ
マ

の
コ
ヴ
ァ
・
ダ
・
イ
リ
ア
と
い

う
丘
に
囲
ま
れ
た
窪
地
に
、
１

９
１
７
年
５
月
13
日
か
ら
10
月

13
日
に
か
け
て
６
回
、
聖
母
が

３
人
の
牧
童
に
出
現
し
た
。

当
時
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
有
力

だ
っ
た
反
聖
職
者
主
義
者
や
合

理
主
義
者
に
よ
っ
て
身
柄
を
拘

束
さ
れ
た
た
め
出
現
が
19
日
に

な
っ
た
８
月
を
除
い
て
、
毎
月

13
日
に
聖
母
は
出
現
し
た
。

今年は、カトリックでの聖霊刷新のきっか
けとなったアメリカでの出来事「デュケイン
の週末」（1967年２月18日）から50周年、日
本では45周年を迎えます。聖霊降臨節には、
フランシスコ教皇の呼びかけでローマで祝賀
大会が開かれ、日本からも40人ほどが参加予
定です。

この「デュケインの週末」の出来事と
は、超教派の「チャペル・ヒル・ミーティン
グ」という聖霊刷新の集いに参加したアメリ
カのデュケイン大学の２人の教授を含む４人
のカトリック信者たちが、熱心に祈り始めた
ことから始まります。1967年２月17日から週
末を利用した黙想会を開きました。聖霊降臨
のような恵みを熱心に祈ったところ、参加し
た教授や学生たちが、預言や癒しの賜物を体
験しました。１人の教授は「私はもうぺンテ
コステを信じる必要はない。私はそれを見た
のだから」と証ししています。（末吉卓也）

刷新運動の始まり

聖
霊
に
つ
い
て
学
ぼ
う

▼
柳
本
繁
春
神
父
（
コ
ン
ベ
ン

ツ
ア
ル
会
・
本
河
内
教
会
）

は
、
古
田
町
教
会
協
力
司
祭

▼
久
保
芳
一
神
父
（
コ
ン
ベ
ン

ツ
ア
ル
会
・
古
田
町
教
会
助

任
）
は
、
本
部
修
道
院

修
道
会
人
事
・
消
息

よ
る
『
フ
ァ
テ
ィ
マ
　
第
三
の

秘
密
』
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
第
三
部
は
、

教
皇
が
銃
弾
に
倒
れ
る
こ
と
や

様
々
な
地
位
の
信
者
が
殺
害
さ

れ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
１
９
８
１
年
５

月
13
日
の
「
教
皇
狙
撃
事
件
」

を
暗
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

歴
史
的
出
来
事
や
社
会
情
勢

に
つ
い
て
の
言
及
は
す
で
に
過

去
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
フ
ァ

テ
ィ
マ
の
聖
母
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
回
心
と
祈
り
が
人
類
の
危
機

を
回
避
す
る
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
い
る
。
（
『
新

カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
参
照
）

教
区
司
祭
人
事

▼
坂
本
進
神
父
（
教
区
本
部
）

は
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
協
力
司

祭
▼
吉
野
教
会
で
堅
信
式

４
月
２
日
、
吉
野
教
会
で

は
、
堅
信
式
が
あ
り
２
人
が
受

堅
の
恵
み
に
浴
し
た
。

４
月
11
日
（
火
）
午
後
か
ら

教
区
本
部
で
司
祭
評
議
会
が
開

か
れ
た
。
主
な
議
題
は
①
竹
山

師
、
成
相
師
の
金
祝
に
つ
い

て
、
②
社
会
司
教
委
員
会
の

「
出
前
研
修
」
に
つ
い
て
、
③

フ
ァ
テ
ィ
マ
の
マ
リ
ア
ご
出
現

百
周
年
に
つ
い
て
。

①
今
年
教
区
内
で
金
祝
・
銀

祝
を
迎
え
る
司
祭
・
修
道
者
は

竹
山
昭
師
と
成
相
明
人
師
で
、

い
ず
れ
も
鹿
児
島
教
区
司
祭
。

教
区
主
催
で
の
祝
い
は
、
12
月

３
日
（
日
）
午
後
か
ら
カ
テ
ド

ラ
ル
で
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、
そ
の

後
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
こ
と
に
決

ま
っ
た
。
開
始
時
刻
な
ど
詳
細

４
月
12
日
（
水
）
、
教
区
本

部
で
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
（
全
司
祭

集
会
）
が
開
か
れ
た
。

今
回
は
、
緊
急
に
審
議
す
る

議
題
は
特
に
な
く
、
前
日
の
司

祭
評
議
会
や
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記

念
祭
実
行
委
員
会
、
納
骨
堂
建

設
委
員
会
の
報
告
が
主
だ
っ

た
。ザ

ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
に
関

し
て
は
郡
山
司
教
か
ら
「
祗
園

之
洲
に
あ
る
上
陸
記
念
碑
の
美

化
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

４
月
の
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス

４
月
９
日
（
日
）
、
教
区
本

部
で
納
骨
堂
建
設
委
員
会
が
開

か
れ
た
。
今
回
は
建
設
を
依
頼

す
る
予
定
の
前
迫
石
材
が
提
案

し
た
納
骨
堂
案
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
納
骨
堂
の
内
容
は
、
①

単
身
者
・
核
家
族
用
の
屋
外
型

と
②
散
骨
式
の
合
祀
墓
の
二
つ

と
す
る
こ
と
が
す
で
に
決
ま
っ

て
い
る
。

前
回
現
地
で
確
認
し
た
建
設

用
地
の
規
模
か
ら
、
納
骨
堂
は

１
２
０
区
画
で
き
る
こ
と
、
ま

た
、
合
祀
墓
は
散
骨
式
に
し
な

く
て
も
、
規
格
が
小
さ
い
骨
壺

で
納
め
る
形
式
で
十
分
利
用
希

望
者
の
目
的
を
果
た
せ
る
こ
と

が
分
か
り
、
そ
の
形
式
を
採
用

す
る
こ
と
に
し
た
。
次
回
は
建

設
費
の
見
積
も
り
が
出
さ
れ
る

予
定
。

１
２
０
区
画
で
検
討

教
区
納
骨
堂
建
設
委

フ
ァ
テ
ィ
マ
の

聖
母
に
つ
い
て

ファティマの聖母
ご出現記念ミサ

５月13日（土）14時

鹿児島カテドラル
司式　泉浩二神父

竹
山
・
成
相
両
神
父
の
金
祝
な
ど
検
討

４
月
の
鹿
児
島
教
区
司
祭
評
議
会
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姶良・溝辺教会
アン神父

ザビエル教会
貴島丈弥神父

ザビエル教会
坂本　進神父

谷山教会
頭島　光神父

谷山教会
ムイベルガ神父

谷山教会
ボスコ神父

種子島教会
栃尾泰英神父

玉里教会
小隈憲士神父

紫原教会
鈴木康由神父

吉野教会
チョン・ポプチョン神父

鹿屋教会
スティーブ神父

垂水教会
丸野六雄神父

国分教会
サンタマリア神父

志布志教会
寝占敦之神父

阿久根教会
牧山田一神父

出水教会
萩原義幸神父

入来教会
ハンマ神父

大口教会
アッシャー神父

川内教会
メニッヒ神父

大笠利教会
内野洋平神父

小宿教会
ティエン神父

大熊教会
タム神父

瀬留教会
ソン・ジンウク神父

名瀬聖心教会
永山幸弘神父

古仁屋・古田町教会

松永正男神父
古田町教会

柳本繁春神父
徳之島・和泊教会

福崎英雄神父

徳之島・和泊教会

大松神父
純心聖母会
関根悦雄神父

ラサール学園
山口好信神父

教区本部
末吉卓也神父

神学院
中野裕明神父

YBU本部
小川靖忠神父

引退
田原　章神父

引退
田邊　徹神父

引退
松森孝郎神父

出向
浜崎真実神父

終身助祭
桃薗淳一郎師

終身助祭
久保俊弘師

終身助祭
川口　茂師

終身助祭
四條淳也師

終身助祭
石神秀人師

終身助祭
池上聖行師

姶良・溝辺教会
パク・チャンキュ神父

指宿教会
ディーノ神父

加世田教会
パク・ジンヤン神父

鴨池教会
泉　浩二神父

ザビエル教会
竹山　昭神父

郡山健次郎司教

教区で働く聖職者たちの顔ぶれ
2017年度 司祭・終身助祭
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会

と

催

し

（
５
月
）

れ
て
き
た
が
、
離
島
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
る
司
祭
た
ち
の
夜
の

典
礼
に
配
慮
し
、
昨
年
か
ら
水

曜
日
に
変
更
し
て
実
施
し
て
い

る
。福

音
朗
読
後
、
郡
山
司
教
は

「
油
を
注
が
れ
た
司
祭
、
信
徒

の
役
割
は
打
ち
砕
か
れ
た
人
々

の
と
こ
ろ
に
出
向
い
て
福
音
を

告
げ
る
こ
と
。
し
か

し
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
自
分
が
何
か
に
囚

わ
れ
て
い
て
は
い
け

な
い
。
こ
だ
わ
り
か

ら
抜
け
出
し
、
神
の

思
い
に
気
づ
い
て
、

役
目
を
果
た
せ
る
い

い
司
祭
、
信
徒
に
な

っ
て
欲
し
い
」
と
説

教
し
、
そ
の
後
、
こ

の
日
、
集
ま
っ
て
き

た
司
祭
た
ち
を
一
人

ず
つ
紹
介
し
た
。

説
教
の
後
、
司
祭

団
は
「
こ
と
ば
と
秘

跡
に
よ
っ
て
人
々
に

仕
え
、
与
え
ら
れ
た

４
月
12
日
（
水
）
鹿
児
島
カ

テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖

堂
に
は
、
教
区
各
地
で
働
く
司

祭
・
終
身
助
祭
ら
40
人
余
り
が

集
い
、
司
教
と
共
に
聖
香
油
ミ

サ
を
さ
さ
げ
た
。

教
区
で
は
永
年
、
「
司
教
と

司
祭
の
強
い
絆
を
表
す
」
こ
の

ミ
サ
は
聖
木
曜
日
に
さ
さ
げ
ら

３
日
（
水
）
聖
フ
ィ
リ
ポ
　
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

７
日
（
日
）
復
活
節
第
４
主
日
（
世
界
召
命
祈
願
の
日
）

▼
世
界
召
命
祈
願
の
日

神
は
、
す
べ
て
の
人
が
誠
実
に
自
分
の
生
涯
を
過
ご

す
よ
う
に
招
い
て
い
ま
す
。
あ
る
人
は
、
社
会
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
働
く
人
と
し
て
、
ま
た
夫
、
妻
、

父
、
母
と
し
て
よ
い
家
庭
を
築
く
よ
う
に
、
そ
し
て
あ

る
人
は
、
神
と
人
と
に
仕
え
る
司
祭
、
修
道
者
と
な
る

よ
う
に
招
か
れ
て
い
ま
す
。
神
の
招
き
は
こ
の
よ
う
に

人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
自
分
に
対
す
る
神
の
望

み
を
祈
り
つ
つ
探
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
近

年
、
司
祭
や
修
道
者
の
減
少
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
と
く
に
「
世
界
召
命
祈
願
の
日
」
に
は
、
司
祭
、

修
道
者
へ
の
招
き
（
召
命
）
に
１
人
で
も
多
く
の
人
が

こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
日
は
、
福
者
パ
ウ
ロ
六
世
に
教
皇
よ
っ
て
１
９

６
４
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

10
日
（
水
）
聖
霊
セ
ミ
ナ
ー
・
教
区
本
部
・
９
時

11
日
（
木
）
教
区
主
催
「
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
感
謝
の
旅
」
・
ド
イ

ツ
・
～
17
日

▼
聖
体
礼
拝
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
６
時
30
分

13
日
（
土
）
Ｍ
Ｅ
・
教
区
本
部
・
13
時

▼
賛
美
の
集
い
・
教
区
本
部
・
14
時

14
日
（
日
）
復
活
節
第
５
主
日

15
日
（
月
）
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

16
日
（
火
）
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

17
日
（
水
）
デ
ィ
ー
ノ
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
８
年
）

▼
聖
霊
セ
ミ
ナ
ー
・
教
区
本
部
・
９
時

18
日
（
木
）
ザ
ビ
エ
ル
祭
実
行
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

20
日
（
土
）
デ
ィ
ー
ノ
神
父
霊
名
（
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
）

21
日
（
日
）
復
活
節
第
６
主
日

▼
世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会
、
テ
ー
マ
「
祈
り
」
（
ラ
サ
ー

ル
学
園
理
事
長
ホ
セ
・
デ
ル
コ
ス
修
道
士
）
・
大
口
明

光
学
園
・
・
12
時
30
分

24
日
（
水
）
聖
霊
セ
ミ
ナ
ー
・
教
区
本
部
・
９
時

25
日
（
木
）
聖
マ
リ
ア
学
園
理
事
会
・
10
時
・
教
区
本
部

26
日
（
金
）
カ
ト
リ
ッ
ク
大
隅
学
園
理
事
会
・
教
区
本
部
・
10
時

28
日
（
日
）
主
の
昇
天

▼
教
区
経
済
問
題
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

29
日
（
月
）
三
教
区
司
祭
合
同
黙
想
会
・
那
覇
教
区
・
～
６
月
２
日

31
日
（
水
）
聖
母
の
訪
問

▼
タ
ム
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
０
７
年
）

▼
聖
霊
セ
ミ
ナ
ー
・
教
区
本
部
・
９
時

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

福
音
宣
教

ア
フ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち

日
本
の
教
会

子
ど
も
の
貧
困
の
解
消

五
月
と
い
え
ば
聖
母
月
。
五
月
を
聖
母

月
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
簡
単
な
い
き
さ
つ

を
女
子
パ
ウ
ロ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

つ
け
た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
春
を
迎
え
る

祭
り
を
背
景
に
広
ま
り
、
18
世
紀
に
入
っ

て
さ
か
ん
に
な
り
ま
し
た
。
」
長
い
冬
の

間
、
春
を
待
ち
わ
び
た
人
々
が
美
し
い

花
々
に
覆
わ
れ
た
春
を
め
で
る
気
持
ち
は

分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
し
か
も
、

「
こ
の
月
は
マ
リ
ア
様
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し

い
」
と
し
た
と
こ
ろ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国

ら
し
い
。
18
世
紀
に
盛
ん
に
な
っ
た
と
い

う
。

日
本
で
も
、
五
月
に
な
る
と
山
々
が
新

緑
に
包
ま
れ
自
然
界
が
み
ず
み
ず
し
く
輝

き
、
花
々
も
咲
き
乱
れ
て
美
し
い
時
を
迎

え
る
。
し
か
し
、
日
本
で
五
月
と
い
え

ば
、
人
々
は
大
型
連
休
を
連
想
す
る
に
違

い
な
い
が
、
信
者
は
「
聖
母
月
！
」
と
言

う
は
ず
だ
。
信
者
に
と
っ
て
、
マ
リ
ア
様

と
い
え
ば
ロ
ザ
リ
オ
。

ボ
ク
に
と
っ
て
、
ロ
ザ
リ
オ
と
い
え
ば

堅
信
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
忘
れ
た
が
、
堅

信
を
受
け
た
人
と
代
父
母
の
皆
さ
ん
に
は

ロ
ザ
リ
オ
を
進
呈
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
と
く
に
中
高
生
に
は
、
学
校
に
行
く

時
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
行
く
よ
う
に
と

勧
め
て
い
る
。
と
き
ど
き
、
ポ
ケ
ッ
ト
に

手
を
入
れ
て
ロ
ザ
リ
オ
を
握
っ
て
ほ
し

い
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
メ
デ
タ
シ

の
一
つ
で
も
唱
え
た
く
な
れ
ば
と
思
う
。

代
父
母
の
皆
さ
ん
に
は
手
持
ち
が
足
り

ず
に
あ
げ
ら
れ
な
い
と
こ
と
も
あ
る
が
極

力
そ
う
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

代
父
母
が
日
本
で
は
形
式
的
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
生
涯
責
任
を
も
っ
て
同
伴
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
記
念
の
ロ
ザ

リ
オ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
「
ロ
ザ
リ
オ

し
て
い
る
？
」
な
ど
声
を
か
け
や
す
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
て
信
仰
の
き

ず
な
が
深
ま
れ
ば
い
い
。
そ
ん
な
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

メ
デ
タ
シ
が
一
つ
ず
つ
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
に
、
堅
信
を
受
け
た
皆
さ
ん
が
代

父
母
と
生
涯
つ
な
が
り
続
け
て
、
信
仰
の

危
機
に
際
し
て
も
人
生
の
苦
境
に
直
面
し

て
も
ロ
ザ
リ
オ
を
握
り
し
め
、
母
で
あ
る

マ
リ
ア
様
の
み
名
を
口
に
し
な
が
ら
歩
み

続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。

司
教
執
務
室
便
り

聖
母
月
と
ロ
ザ
リ
オ

司
祭
の
約
束
を
更
新

司
教
を
囲
ん
で
聖
香
油
ミ
サ

使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
」
叙
階
の
約
束
を
更
新
。

集
ま
っ
た
80
人
余
り
の
信
徒
た

ち
も
そ
の
後
の
共
同
祈
願
で
司

教
、
司
祭
が
神
の
み
旨
を
果
た

せ
る
よ
う
心
を
一
つ
に
し
て
祈

っ
た
。

ミ
サ
の
間
に
は
、
病
者
の
た

め
の
油
、
洗
礼
志
願
者
の
た
め

の
油
、
聖
香
油
が
そ
れ
ぞ
れ
祝

福
、
祝
別
さ
れ
、
小
瓶
に
分
け

ら
れ
て
各
小
教
区
に
持
ち
帰
ら

れ
た
。

こ
の
日
の
ミ
サ
の
終
わ
り
に

は
、
新
し
い
任
務
地
へ
向
か
う

司
祭
た
ち
に
、
司
教
か
ら
任
命

書
が
手
渡
さ
れ
、
信
徒
た
ち
か

ら
大
き
な
励
ま
し
の
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

俳
　
句

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

祭
壇
の
復
活
の
光
心
に
射
し

春
立
つ
や
楽
の
音
色
も
縦
に
立

つ

奄
美
市
　
林
　
常
広

学
童
や
一
歩
前
進
新
学
期

吉
野
教
会
　
徳
永
ノ
ブ
子

司
教
様
春
の
講
話
や
皆
笑
顔
で

過
ぎ
し
日
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ
さ

く
ら
咲
く

夕
方
の
風
の
落
花
の
フ
ロ
ン
ト

に

短
　
歌

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

ゴ
ル
ゴ
タ
の
救
い
の
御
業
今
こ

こ
に
新
た
な
命
に
桜
も
吹
雪
く

姶
良
教
会
　
川
口
節
子

過
越
し
の
雨
さ
わ
さ
わ
と
降
り

止
み
て
主
復
活
の
光
と
な
り
し

御
父
の
右
坐
し
給
う
や
夕
映
え

の
彩
雲
の
美
に
佇
み
て
居
る

と
終
身
助
祭

候
補
者
の
池
上
利
男
さ
ん
（
徳

之
島
教
会
）
の
二
人
。

司
教
は
堅
信
の
七
つ
の
賜
物

を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
神
か

ら
の
こ
の
恵
み
を
粗
末
に
し
て

い
た
こ
と
を
反
省
し
て
欲
し
い

と
促
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ

ら
の
恵
み
自
分
の
も
の
と
し
、

自
分
を
直
視
す
る
勇
気
を
持
っ

て
、
マ
リ
ア
の
よ
う
に
「
な
れ

か
し
」
の
心
で
生
き
ら
れ
る
よ

う
成
長
し
て
欲
し
い
と
結
ん

だ
。説

教
後
は
、
竹
山
昭
神
父
の

呼
び
出
し
に
こ
た
え
、
司
教
の

前
に
進
ん
だ
二
人
の
朗
読
奉
仕

者
候
補
者
は
、
司
教
か
ら
朗
読

奉
仕
者
の
役
務
に
つ
い
て
の
訓

話
を
受
け
、
聖
書
を
手
渡
さ
れ

る
な
ど
し
て
選
任
を
受
け
た
。

順
調
に
進
め
ば
、

神
学

生
は
３
年
後
に
司
祭
に
、
池
上

さ
ん
は
１
年
後
に
終
身
助
祭
に

叙
階
さ
れ
る
と
い
う
。

３
月
26
日
（
日
）
ザ
ビ
エ
ル

教
会
で
の
ミ
サ
の
中
で
、
朗
読

奉
仕
者
の
選
任
式
が
あ
っ
た
。

こ
の
日
朗
読
奉
仕
者
の
選
任

を
受
け
た
の
は
、
教
区
神
学
生池上利男さん

朗
読
奉
仕
者
に
２
人
を
選
任

池
上
さ
ん
（
徳
之
島
）

油を聖別する郡山司教

文

芸
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に
助
言
し
て
く
れ
る
。

ま
た
広
島
教
区
内
の
経
路
に

最
寄
り
の
、
宿
泊
可
能
な
教
会

も
い
く
つ
か
教
え
て
く
れ
る
。

早
速
、
電
話
で
宿
泊
の
可
否
を

問
い
合
わ
せ
る
。
ほ
と
ん
ど
の

教
会
か
ら
快
諾
の
返
事
。
幸
運

が
す
ぎ
る
よ
う
で
、
怖
い
。
こ

れ
ま
で
も
時
折
、
薄
々
と
感
じ

て
は
い
た
。
こ
の
旅
は
も
う
一

人
で
歩
い
て
い
る
の
で
は
な

い
、
も
う
僕
一
人
の
旅
で
は
な

い
、
と
何
か
言
い
よ
う
の
な
い

も
の
が
迫
る
。

い
や
、
初
め
か
ら
、
分
か
っ

て
は
い
た
の
だ
。
多
く
の
人
び

と
の
善
意
に
運
ば
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

３
月
３
日
（
木
）
川
辺
―
荏

原
…
約
25
㎞

午
前
10
時
頃
、
川
辺
橋
を
渡

る
。き

ょ
う
は
、
き
の
う
の
朝
ミ

サ
で
共
同
祈
願
を
申
し
出
た
倉

敷
教
会
の
信
徒
、
Ｗ
さ
ん
が
同

行
。
Ｗ
さ
ん
は
、
分
割
形
式
で

一
年
半
を
か
け
、
主
に
野
中
神

父
の
巡
礼
グ
ル
ー
プ
で
、
日
本

二
十
六
聖
人
の
道
を
す

で
に
完
歩
し
て
い
る
。

Ｗ
さ
ん
か
ら
、
二
十

六
聖
人
の
道
を
か
つ
て

歩
い
た
人
た
ち
、
現
在

こ
れ
に
取
り
組
む
人
た

ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

広
さ
と
深
さ
を
聞
く
。

明
日
向
か
う
予
定
の
福

山
で
も
、
「
一
緒
に
歩

き
た
い
」
と
僕
を
待
つ

信
者
が
い
る
と
い
う
。

あ
ら
た
め
て
、
も
う

僕
一
人
の
旅
で
は
な

い
、
と
た
と
え
よ
う
の

な
い
も
の
が
迫
る
。
こ

れ
ま
で
に
出
会
っ
た
人

び
と
、
僕
が
歩
い
て
い
る
と
聞

き
知
っ
た
人
び
と
な
ど
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
、
ま
た
祈
り
の

う
ち
に
、
僕
の
傍
ら
を
共
に
歩

い
て
い
る
。

「
わ
た
し
も
歩
き
た
い
。
け

れ
ど
、
こ
の
脚
で
は
と
て
も
長

崎
ま
で
歩
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
ど
う
か
わ
た
し
の
祈
り
だ

け
で
も
一
緒
に
連
れ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
。

京
都
教
区
で
、
大
阪
教
区

で
、
ま
た
広
島
教
区
で
も
、
こ

の
よ
う
な
言
葉
を
脚
や
身
体
の

不
自
由
な
方
々
か
ら
聞
い
た
。

多
く
の
人
が
、
「
何
も
で
き
な

い
け
れ
ど
、
せ
め
て
祈
り
だ
け

で
も
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
。

「
全
能
の
神
を
信
じ
ま
す
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
御
名
に

よ
っ
て
、
痛
め
た
こ
の
脚
を
治

し
て
く
だ
さ
い
」
。
―
立
ち
寄

っ
た
あ
る
教
会
で
は
、
高
齢
の

信
者
が
一
人
ひ
ざ
ま
ず
き
僕
の

脚
を
抱
え
、
祈
っ
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
に
オ
マ
リ
ー
神
父
が
言

っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
「
足

が
痛
く
て
、
祈
り
も
何
も
あ
っ

た
も
の
で
は
な
い
」
と
愚
痴
る

僕
に
、
「
そ
れ
で
も
主
は
、
君

と
共
に
歩
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
」
と
。
も
は
や
、
な
ど
と
は

お
こ
が
ま
し
い
。
い
つ
だ
っ
て

僕
は
、
決
し
て
一
人
で
歩
い
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

矢
掛
で
遅
い
昼
食
。
Ｗ
さ
ん

か
ら
、
野
中
神
父
と
の
珍
道
中

を
聞
く
。
全
行
程
を
サ
ン
ダ
ル

で
踏
破
し
た
逸
話
の
み
な
ら

ず
、
地
図
上
で
は
明
示
さ
れ
て

い
る
経
路
が
実
際
は
途
中
で
消

え
た
り
、
一
時
間
迷
い
に
迷
っ

た
挙
句
元
の
場
所
に
舞
い
戻
っ

て
い
た
り
な
ど
、
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
一
人
旅
に
な
い
、

愉
快
を
知
る
。

小
田
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
国
道

を
行
く
。
総
じ
て
き
ょ
う
の
経

路
は
、
長
距
離
輸
送
車
な
ど
、

大
型
車
両
の
往
来
さ
え
な
け
れ

ば
、
長
閑
な
田
園
風
景
の
ひ
ろ

が
る
道
。
如
何
せ
ん
う
る
さ

く
、
も
っ
た
い
な
い
。

荏
原
で
、
ち
ょ
う
ど
午
後
５

時
。
き
ょ
う
は
こ
こ
ま
で
と
す

る
。

会
発
行
）
は
、
原
発
を
容
認
す

る
立
場
を
頭
か
ら
否
定
す
る
の

で
は
な
く
、
対
話
へ
の
道
筋
を

求
め
て
い
ま
す
（
２
７
４
ペ
ー

ジ
参
照
）
。
例
え
ば
、
「
石

油
・
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
に

比
べ
て
原
発
は
二
酸
化
炭
素
の

排
出
が
少
な
く
、
地
球
温
暖
化

に
役
立
つ
か
ら
必
要
だ
」
と
い

う
意
見
に
対
し
て
も
理
由
を
あ

げ
て
反
論
を
丁
寧
に
説
明
し
て

い
ま
す
（
２
５
１
ペ
ー
ジ
参

照
）
。
ま
た
、
「
原
発
は
コ
ス

ト
安
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
に

対
し
て
も
、
コ
ス
ト
の
内
訳
を

具
体
的
に
説
明
し
、
原
発
の
コ

ス
ト
高
を
実
証
し
て
い
ま
す

（
１
４
３
ペ
ー
ジ
）
。
私
た
ち

は
結
論
の
対
立
か
ら
対
話
を
閉

ざ
す
の
で
は
な
く
、
お
互
い
の

根
拠
を
示
し
な
が
ら
、
地
域
づ

く
り
を
模
索
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

原
発
は
既
に
立
地
地
域
（
鹿

児
島
の
場
合
は
薩
摩
川
内
市
）

を
分
断
し
、
市
民
の
間
に
分
裂

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
反
対

派
の
あ
る
方
は
、
地
元
で
集
会

を
開
き
、
反
対
の
声
を
あ
げ
る

こ
と
に
重
圧
を
感
じ
て
い
る
と

語
っ
て
い
ま
す
。
薩
摩
川
内
市

に
原
発
建
設
計
画
が
打
ち
出
さ

れ
、
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
分
断
さ
れ
、

地
域
住
民
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
に
お

い
て
は
「
避
難
を
続
け
る
人
」

「
戻
っ
て
く
る
人
」
「
ど
ち
ら

に
す
る
か
迷
っ
て
い
る
人
」
に

分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
事

故
は
、
ふ
つ
う
の
の
人
び
と
の

日
常
生
活
を
壊
し
、
子
ど
も
た

ち
の
将
来
に
か
か
わ
る
健
康
被

害
へ
の
心
配
を
も
た
ら
し
ま

３
月
２
日
（
水
）
倉
敷

午
前
７
時
、
ミ
サ
に
与
る
。

一
人
の
信
徒
が
突
然
、
共
同
祈

願
を
司
式
司
祭
に
申
し
出
た
。

「
日
本
二
十
六
聖
人
の
道
を
歩

い
て
い
る
こ
の
神
学
生
が
、
無

事
に
長
崎
ま
で
完
歩
で
き
ま
す

よ
う
に
」
。
平
和
の
挨
拶
で

は
、
日
本
で
は
珍
し
い
、
抱
擁

も
。
驚
く
と
と
も
に
、
素
直
に

嬉
し
い
。

き
ょ
う
は
一
日
、
倉
敷
教
会

で
今
後
の
行
程
を
整
理
。
明
石

の
松
浦
謙
神
父
が
、
神
学
生
時

代
の
同
級
生
の
、
こ
こ
で
司
牧

す
る
野
中
泉
神
父
を
、
広
島
教

区
で
ほ
と
ん
ど
知
己
の
な
い
僕

の
た
め
に
紹
介
し
て
く
れ
た
。

野
中
神
父
は
一
見
、
寡
黙
。

静
か
な
人
。
だ
が
二
十
六
聖
人

の
道
を
、
分
割
で
は
あ
る
が
一

年
半
か
け
て
完
歩
、
雨
の
日
も

雪
の
日
も
サ
ン
ダ
ル
で
踏
破
し

た
と
い
う
猛
者
で
も
あ
る
。

宿
泊
施
設
の
有
無
、
テ
ン
ト

設
営
の
可
否
、
道
路
の
有
無
や

歩
行
の
可
否
な
ど
、
自
ら
の
体

験
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
経

路
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
的
確

「
九
州
電
力

に
勤
め
て
い
る

人
や
原
発
で
生

計
を
営
ん
で
い

る
人
が
い
る
の

だ
か
ら
、
教
会

は
原
発
に
反
対

す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い

う
意
見
を
耳
に

す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
た
し

か
に
教
会
の
中

に
原
発
で
生
計

を
維
持
し
て
い

る
人
が
い
る
で

し
ょ
う
。
そ
の

方
々
が
、
原
発

の
問
題
に
つ
い

て
発
言
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
居
心
地
が
悪
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
す
る
配
慮
が
必
要
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
原

発
の
是
非
は
区
別
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

昨
年
出
版
さ
れ
た
「
今
こ
そ

原
発
の
廃
止
を
　
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
問
い
か
け
」

（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

ＫＪＰ（鹿児島正義と平和協議会）通信　5月号

神
学
生
の
「
僕
の
長
崎
へ
の
道
」

日
本
二
十
六
聖
人
の
道
を
歩
い
て
　
⑻

す
。
放
射
能
を
浴
び
な
が
ら
原

発
を
支
え
て
い
る
の
は
、
現
場

で
働
い
て
い
る
下
請
け
の
労
働

者
た
ち
で
す
。
被
害
は
，
も
っ

と
も
弱
い
立
場
の
人
々
を
直
撃

し
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
に
原

発
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

原
発
の
是
非
を
判
断
す
る
基

準
は
、
福
音
的
視
点
か
ら
行
わ

れ
る
べ
き
で
す
。
神
の
被
造
物

で
あ
る
自
然
と
人
間
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
特
に
小
さ
く
さ
れ

た
者
の
側
に
立
つ
こ
と
が
教
会

の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

定
例
会
の
案
内

（
毎
月
第
３
土
曜
日
）

日
時
：
５
月
20
日
（
土
曜
日
）

13
時
～
15
時

場
所
：
教
区
本
部

内
容①

主
の
祈
り

②
情
報
交
換

③
原
発
が
危
な
い
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
？
（
放
射
能

と
被
曝
）

玉
里
教
会
の
主
任
司
祭
小
隈

憲
士
神
父
は
、
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
団
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
い

の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
」
（
増
補

新
版
）
を
学
ぶ
会
を
始
め
る
こ

と
を
決
め
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
発
表
し
た
。

学
習
会
は
、
５
月
か
ら
11
月

（
８
月
を
除
く
）
ま
で
の
６

回
、
毎
月
最
後
の
日
曜
日
に
午

後
５
時
か
ら
玉
里
教
会
の
１
階

ロ
ビ
ー
で
開
か
れ
る
。
同
学
習

会
は
、
玉
里
教
会
信
徒
の
信
仰

養
成
の
た
め
の
も
の
だ
が
、
関

心
の
あ
る
人
は
受
講
可
能
と
の

こ
と
。

「
い
の
ち
へ
の

ま
な
ざ
し
」
学
ぶ
会

５
月
か
ら
玉
里
教
会




